
平成27年度　生涯研修概要

日付 講師 単位 研修認証番号

06/06（土） 長村　洋一 2 G04-KB15060602

06/13（土） 渡辺　亨 2 G04-KB15061302

06/27（土） 千葉　一裕 2 G04-KB15062702

07/04（土） 並木　徳之 2 G04-KB15070402

07/05（日） 渡邊　衡一郎 2 G04-KB15070502

門川　俊明

木村　健

國島　広之

松元　一明

笠師　久美子

石田　浩之

江藤　隆史

大谷　道輝

島田　朗

武藤　達也

志賀　剛

木村　利美

09/13（日）
木内　祐二
永田　泰造

2 G04-KE15091302

山口　秀樹 　～在宅輸液療法における工夫とヒント～

岡野　隆一 　～訪問鍼灸マッサージ活用のススメ～

中澤　幾子 　～外来化学療法の経験と患者が求めるサポート～

10/04（日） 3 G04-KG15100403

1 G04-KY15052301

1 G04-KY15100301

1 G04-KY15112801

1 G04-KY16013101

第Ⅰ講座
修了者：G04-TA15122015
履修者：G04-TA15122006

第Ⅱ講座
修了者：G04-TB15122015
履修者：G04-TB15122006

第Ⅲ講座
修了者：G04-TC15122015
履修者：G04-TC15122006

第Ⅳ講座
修了者：G04-TD15122015
履修者：G04-TD15122006

第Ⅴ講座
修了者：G04-TE15122015
履修者：G04-TE15122006

第Ⅵ講座
修了者：G04-TF15122015
履修者：G04-TF15122006

WEB学習講座
修了者：G04-TW15122015
履修者：G04-TW15122006

05/23（土）

10/03（土）

11/28（土）

01/31（日）

『 共催講座 』

2015年春の研修会「ピロリ菌感染症の治療」～耐性菌の問題と個別化治療の開発～

KP会福島塾　DVD教材「初めての在宅」を使った研修会

2015年秋の研修会「うつ病の薬物療法と患者さんへの接し方」

KP会福島塾（第２回）　「明日からできる薬局窓口でのうつ病患者さんへの対応」

薬物動態、薬剤学、OTCセラピー、医薬品情報・コミュニケーション、薬物間相互作用、社会と薬学と法

6月～12月 精神科疾患、医薬品情報・コミュニケーション、泌尿器疾患、関節痛・整形外科疾患、眼科疾患、小児科疾患

慢性頭痛、老年期の医学と疾患、渡航医学、OTCセラピー、耳鼻咽喉科疾患、外国語対応

修了者：15
履修者：06

『 通信講座 』

薬剤学、社会と薬学と法、産婦人科疾患、脂質異常症、呼吸器疾患、循環器疾患

感染症、在宅医療、褥瘡・皮膚疾患、糖尿病、薬物動態、免疫・アレルギー

高血圧症・腎疾患、臨床検査、薬物間相互作用、肝臓疾患・膵臓疾患、消化管疾患、漢方

老年薬学プラクティス、地域連携・在宅医療、口腔領域、脳神経疾患、体液・栄養管理、リハビリ

10/03（土）

75分で分かる　アトピー性皮膚炎と乾癬の外用療法

2

インスリン療法の実際と薬剤師のかかわり（血糖自己測定も含めて）

11/08（日）

経口抗凝固薬の選択、使い方について　-循環器内科医から

2
経口抗凝固薬の適正使用・薬剤師のマネジメント

薬学がんプロフェッショナル研修会・がん化学療法の症例検討

10/17（土）
働き盛り世代の糖尿病診療はどうあるべきか

2 G04-KC15101702

G04-KC15110802

06/14（日）

薬局薬剤師がサポートする在宅がん化学療法

『 公開講座B 』

『 公開講座C 』

『 公開講座G（がんプロ） 』

2 G04-KG15061402

こうすれば腰痛は治る？（骨粗鬆症を含む）

こんな薬が望まれる-飲みやすい薬剤への挑戦-

双極性障害（躁うつ病）の治療における諸問題とその対策

2 G04-KC15071102
腎機能低下患者への薬物治療法のポイント

07/12（日）

市中で出会う感染症とその治療薬

2

『 公開講座E 』

「指導薬剤師養成講座」 改訂 モデル・コアカリキュラムに基づいた
新しい実務実習カリキュラムを作成してみよう！

タイトル

新制度における食品の機能性表示と薬剤師の役割

乳がん治療の最新情報
-薬剤師が心得ておかなければいけない現状と今後の展開-

G04-KC15071202

07/11（土）

腎機能障害のアセスメント

抗菌薬を科学的に使用する

09/05（土）

Episode3：スポーツを支えるために今、薬剤師ができることPart2

2 G04-KC15090502
スポーツドクターがスポーツファーマシストに期待すること-国際競技会の経験をふまえて-

G04-KC15100302
皮膚外用剤を科学する
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